
ボツワナ共和国月報（２０１７年５月） 

主な出来事 

【内政】 

●独立選挙委員会が電子投票機の調達を停止 

●野党連合，トロクウェン補欠選挙で勝利 

●野党ボツワナ民主運動党，党内の権力争いが激化 

【外政】 

●日本がボツワナに勲章を授与 

●ヌネス伯外相，ボツワナを訪問 

●ムスワティ３世スワジランド国王，ＳＡＤＣ議長としてボツワナを訪問 

●ボツワナ，ジェンダーに係るＳＡＤＣ条約に署名 

【経済】 

●S&P 社のボツワナ国債（ソブリン）格付けの維持 

●ボツワナの世界競争力指標の順位が上昇 

●観光開発税の導入が延期となる見通し 

 

【内政】 

○ 独立選挙委員会が電子投票機の調達を停止 

野党ボツワナ会議党（ＢＣＰ）による提訴を受け，独立選挙管理委員会（ＩＥＣ）は電子投票機（ＥＶ

Ｍ）の調達を停止した。ＢＣＰは，憲法第３２条 (c) (2)に「投票に際しては投票用紙に物理的にマ

ーキングすること」と規定されているため（当館注：実際の規定は the votes shall be given by ballot）

電子投票機の導入は違憲だと主張している。（３日：ガゼット紙） 

 

○ ンガミ選挙区はンカテ氏を支持 

ンガミ選挙区の与党ＢＤＰ党員は，党の次期事務局長候補として（元駐日大使の）ンカテ氏を支持。

マウンやオカバンゴなどの周辺選挙区も同氏を支持すると予想される。他方，これらの選挙区で

は次期幹事長候補の支持を保留しており，マシシ副大統領又はモレフィ・インフラ科学技術大臣

のどちらか，ンカテ氏と協調する候補者を支持すると見られる。（１１日：メヒ紙） 

 

○ 野党連合，トロクウェン補欠選挙で勝利 

１４日，トロクウェン選挙区補欠選挙で野党連合・民主改革のためのアンブレラ（ＵＤＣ）から立候

補したセホコ氏が勝利した。選挙結果は，ＵＤＣ：４，３６４票，ＢＤＰ：２，１５６票，無所属：５７票で

あった。（１５日：デイリーニュース紙，モニター紙） 

 

○ カーマ大統領，裁判所を管理下に 

カーマ大統領は，モルピシ大統領府首席次官を，司法サービス委員会（ＪＳＣ）のメンバーに任命



した。ＪＳＣは高等裁判所と上訴裁判所の裁判官任命を大統領に助言する機関。大統領が同次官

を通じてＪＳＣに影響力を及ぼす疑いがあるとして，ボツワナ法律学会は権力分立の原理に反す

ると今回の任命を批判している。（１６日：ボツワナ・ガゼッタ紙） 

 

○ 改正公務員法案，大統領府首席次官にさらなる権限を付与 

政府は公務員法の改正法案を公表した。この法案では，公務員の給与の引き上げを決定する交

渉委員会の任命権や公務員に対する懲戒処分に関する権限が大統領府首席次官に付与される。

同次官の権限を強化することになるこの改正法案に対し，公務員組合による反発が予想される。

（１６日：メヒ紙） 

 

○ 野党ボツワナ民主運動党，党内の権力争いが激化 

野党ボツワナ民主運動党（ＢＭＤ）の執行委員会（ＮＥＣ）は党首と副党首を含む党員６名に対する

停職処分を下した。この処分内容はＢＭＤが所属する野党連合である，民主改革のためのアンブ

レラ（ＵＤＣ）にも通知され，当該処分者をＵＤＣの役職から除外するよう要請された。（１８日：メヒ

紙） 

 

 

【外交】 

○ 日本がボツワナに勲章を授与 

日本政府は，モツワハエ元駐日大使に対し旭日重光章を，セコポ環境天然資源保護観光省森林

保護担当課長に対し旭日小綬章を，それぞれ授与する旨発表した。この叙勲は，モツワハエ元駐

日大使が，日本・ボツワナ間の相互理解の促進及び友好関係強化に貢献したこと，セコポ森林保

護担当課長が日本の技術協力活動の推進及び両国の関係強化に寄与したことに鑑み決定され

たとのこと。（４日：デイリー・ニュース紙） 

 

○ ココルウェ国会議長，キューバを訪問 

ココルウェ国会議長は二国間関係強化のためにキューバを訪れた。本訪問で両国は，これまで行

われてきた伝統的な二国間の定期訪問と意見交換を維持した上で，両議会の友好関係構築に向

けた取り組みを進めることに合意した。（５日：デイリー・ニュース紙） 

 

○ ムスワティ３世スワジランド国王，ＳＡＤＣ議長としてボツワナを訪問 

９日，ボツワナ訪問中のムスワティ３世国王は，カーマ大統領を表敬訪問した。 同日，ムスワティ

３世は，ＳＡＤＣ事務局を訪問し，ＳＡＤＣの産業化戦略及びロードマップを達成することは持続的

な経済発展につながる旨発言した。これに対し，タックスＳＡＤＣ事務局長は同国王の提唱するＳ

ＡＤＣ大学の設立の他，ＳＡＤＣ事務局の効率性の向上等の様々な分野において事業を進めてい

く旨発言した。（１０日：デイリー・ニュース紙） 



○ ヌネス伯外相，ボツワナを訪問 

９日，ヌネス伯外務大臣は，ベンソン＝モイトイ外務国際協力大臣を表敬した。モイトイ外相は，伯

の技術協力に関し感謝の意を伝えた上で，１９８５年の外交関係樹立以降，両国は民主主義，グ

ッドガバナンス，法の支配といった価値を共有しつつ良好な二国間関係を有しており，政治，文化，

開発等にかかる政策協力協定に署名したこと等を述べた。ヌネス外相は，マカト保健大臣も表敬

し，薬品，人材育成の分野での協力の意向を表明した。（１１日：デイリーニュース紙） 

 

○ ボツワナ，ジェンダーに係るＳＡＤＣ条約に署名 

１０日，カーマ大統領はジェンダー及び開発に係る修正ＳＡＤＣ条約に署名した。同条約の署名式

にはタックスＳＡＤＣ事務局長，バツ国家・移民・ジェンダー大臣，閣僚等が出席した。同条約はジ

ェンダーに係る法律，政策及び事業の実施を促進することで，女性の能力強化，女性に対する差

別の根絶，男女比率の均等を実現することを目的としている。（１１日：デイリー・ニュース紙） 

 

○ダライ・ラマのボツワナへの入国は不透明 

当地NGOであるMind and Life Dialogueによると，ダライ・ラマ１４世は，８月１７日～１９日にボツワ

ナ大学で行われるMind and Life Dialogue主催の会議に参加する予定。ホイッツェマン外務国際協

力省次官は「政府はダライ・ラマ１４世の訪問について今のところ検討しておらず，本件に係る見

解を表明する立場にない」と述べ，また，タン中国大使館政治部長は，「本件は機微な問題であり，

現時点では何も申し上げられないが，今後本件に係るプレスリリースを発出する」と発言した。（１

４日：サンデー・スタンダード紙） 

 

 

【経済】 

○ ボツワナの主要経済指標 

１）経済成長率 

２０１６年第４四半期の経済成長率は，前期比０．１％（同年第３四半期の経済成長率は，前期比

マイナス１．１％）。 

 

２）インフレ率 

 ２０１７年４月は３．４％（ ２０１７年３月は３．５％）。 

 

３）為替レート（出典：Ｆirst Ｎational Ｂank of Botswana） 

２０１７年５月３１日    ２０１７年４月２８日  

  １プラ＝０．０９５米ドル     １プラ＝０．０９３米ドル 

  １プラ＝１．２２２南ア・ランド    １プラ＝１．２２９南ア・ランド 

  １プラ＝１０．６０円     １プラ＝１０．４７円 



○ ダイヤモンド産業 

１）デビアス社のダイヤモンド原石販売の増加 

デビアス社の発表によると，同社の第１四半期におけるダイヤモンド原石の販売量は，ダイヤモン

ド市場の回復を受け，昨年比７４％増の１４１０万カラットとなった。ただし，同結果は昨年の同時

期における原石販売会の開催が二回であった一方で，本年の開催が三回であったことによる影

響が大きい。同社のダイヤモンド原石の１月の販売は好調で，２月及び３月の販売は安定したた

め，昨年の三回分の原石販売会の売上と比較すると，本年の売上は２％増の１８億６０００万米ド

ルとなった。（１日：モニター紙） 

 

○ エネルギー・資源 

１）BCL 社，UAE 企業との交渉に更なる期間を確保 

１５日，昨年から破産手続きを進めているＢＣＬ社（当館注：政府が同社の株式を１００％保有）の

暫定清算人は，高等裁判所でUAEの首長投資社との交渉を行うために必要な同社の清算過程の

３０日間の延期を申請し，同申請は承認された。同申請の承認により，新たな清算期限は本年６

月１５日となった。同社の清算期限は二回延長されており，前回の期限延長はUAEの首長投資社

がBCL社を購入するためのデューデリジェンス（当館注：対象企業やその不動産、金融商品など

に係る調査活動）を実施するためになされた。（１６日：メヒ紙） 

 

２）BCL 社の購入に関し，UAE 企業にライバル出現 

１７日，BCL 社の購入に関して，UAE 企業である首長投資社に競争相手が浮上した。BCL 社の暫

定清算人は BCL 社のタティ鉱山の購入に関心を示している SADC 域内の企業から売買に係る提

案を受け取った旨発言した。暫定清算人は，関心を示している SADC 域内の企業名を明らかにし

なかったが，同社は最終的な清算が完了した際には BCL 社の他の鉱山を購入する可能性もある

旨述べた。（１９日：メヒ紙） 

 

３）ボツワナ・エネルギー・規制庁の活動開始予定 

鉱物資源・環境保全技術・エネルギー安全保障省エネルギー担当アドバイザーによると，ボツワ

ナ・エネルギー・規制庁（BERA： Botswana Energy Regulatory Authority）は，６月末までに活動を

開始できる見込み。BERA はエネルギー産業における競争性を確保し，消費者，政府及び発電者

を保護するために全ての関係機関に対し，透明性を確保することを目的として２０１６年に設立さ

れたが，資金不足のために活動を開始していなかった。（３１日：デイリー・ニュース紙） 

 

○ ボツワナ銀行，基本割引率・基準貸付利率を５．５％に維持 

４月２８日，ボツワナ銀行金融政策委員会は，インフレ率が政府目標の３～６％内となっているこ

とを受け，基本割引率・基準貸付利率（当館注：従来の公定歩合）を５．５％に維持することを決定

した。（５日：デイリー・ニュース紙） 



○ S&P 社のボツワナ国債（ソブリン）格付けの維持 

S&P格付けサービス社は，ボツワナ国債（ソブリン）格付けに関し，長期国債をA-，短期国債をA-

２，見通しをネガティブに維持する旨発表した。（５日：ガーディアン紙） 

 

○ ボツワナの世界競争力指標の順位が上昇 

世界経済フォーラムが最近発行した「２０１７年世界競争力指標」によると，ボツワナの競争力指

標は前回の順位から８位上昇し，１３８か国中，６４位となった。同指標は，国内の事業環境や生

産性による経済の競争力を数値化したもの。周辺国の順位に関し，ボツワナはナミビア及びケニ

アよりも上位となったものの，南ア及びモーリシャスよりも下位となった。（１０日：メヒ紙） 

 

○ 観光開発税の導入が延期となる見通し 

環境・天然資源保護・観光省次官によると，政府は本年６月１日から観光開発税の徴収を開始す

る予定であったが，同税に係る規定（Fund Order）の制定の遅れ及びボツワナ商工会議所（ビジネ

ス・ボツワナ）の反対により，同税の導入は延期となる見通し。（２８日：サンデー・スタンダード紙） 


